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［
シ
リ
ー
ズ
／
比
較
民
話
］

（
二
）
天
人
女
房
／
白
鳥
処
女

高　

木　

昌　

史

序

日
本
で
も
羽
衣
物
語
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
「
天
人
女

房
」
譚
は
、
実
は
、
世
界
中
に
類
話
が
分
布
す
る
昔
話
の
一
つ
で
あ

る
（
（
（

。
日
本
昔
話
の
国
際
基
準
を
示
し
た
池
田
弘
子
は
、
こ
の
昔
話
タ

イ
プ
を
四
〇
〇
番
「
失
わ
れ
た
天
上
の
妻
を
捜
し
求
め
る
男
…
天
人

女
房
、
羽
衣
」T

he M
an on a Q

uest for his Lost C
elestial 

W
ife. Tennin N

yoobo; H
agorom

o

に
分
類
し
た（（
（

。
ア
ー
ル
ネ
／

ト
ン
プ
ソ
ン
『
昔
話
の
タ
イ
プ
』A. A

arne/ S. T
hom

pson: T
he 

T
ypes of the Folktale

（
（
（

（
以
下
A
T
と
略
記
）
四
〇
〇
番
を
基
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
タ
イ
プ
名
に
は
「
天
上
の
」C

elestial

が
な
く
、
そ
こ
に
国
際
比
較
の
難
し
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿

で
は
、
そ
の
点
に
も
触
れ
な
が
ら
、「
天
人
女
房
」
の
世
界
性
を
、

し
ば
し
ば
同
一
視
さ
れ
る
「
白
鳥
処
女
（
（
（

」
と
の
関
連
か
ら
考
え
て
み

た
い
。

と
こ
ろ
で
、
柳
田
國
男
が
強
い
関
心
を
抱
い
た
昔
話
の
一
つ
は

「
天
人
女
房
」
譚
で
あ
る
。
彼
は
結
局
一
本
の
論
文
に
そ
れ
を
ま
と

め
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
例
え
ば
、『
海
南
小
記
』（
大
正
一
四

年
）
以
来
、『
桃
太
郎
の
誕
生
』（
昭
和
八
年
）、『
昔
話
と
文
学
』

（
昭
和
一
三
年
）
等
、
あ
る
い
は
晩
年
の
『
年
中
行
事
覚
書
』（
昭
和

三
〇
年
）
に
至
る
ま
で
、
生
涯
に
わ
た
り
天
人
女
房
あ
る
い
は
白
鳥

処
女
に
関
し
て
か
な
り
徹
底
し
た
考
察
を
試
み
た
。
本
稿
で
は
、
柳

田
の
「
天
人
女
房
」
＝
「
白
鳥
処
女
」
論
を
随
時
参
照
し
な
が
ら
、

tate02_takagi.indd   35 2013/05/29   11:34:14



36

彼
が
国
内
に
留
め
た
考
察
を
、『
昔
話
百
科
事
典
』
等
、
今
日
の
研

究
状
況
に
鑑
み
て（（
（

、
国
際
的
な
視
野
で
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
す

る
。A

T
四
〇
〇
の
分
布

本
論
に
入
る
前
に
、
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
の
『
昔
話
の
タ
イ

プ
』
に
よ
っ
て
、
A
T
四
〇
〇
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
地
域
を
予
め

概
観
し
て
お
く（（
（

。
先
ず
顕
著
な
の
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
エ
ス
ト
ニ

ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
等
の
極
北
を
含
む
北
欧
で
あ
る
。
次
に
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
等
、

ま
た
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
さ
ら
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
等
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
分
布
範
囲
の
よ
う
で
、

非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
で
は
、
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中

国
等
、
最
後
に
フ
ラ
ン
ス
系
・
イ
ギ
リ
ス
系
・
ス
ペ
イ
ン
系
ア
メ
リ

カ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
北
欧
が
圧

倒
的
に
多
く
、
他
に
、
西
欧
、
南
欧
お
よ
び
東
欧
、
そ
し
て
ア
ジ
ア

の
国
々
と
新
大
陸
が
伝
承
圏
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
北
方
と
し
て
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
（『
エ
ッ
ダ
』）
と
エ
ス
キ
モ
ー
（
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
他
）、

西
欧
で
は
ド
イ
ツ
、
ア
ジ
ア
か
ら
は
、
中
国
の
他
、
A
T
に
は
欠
如

し
て
い
る
日
本
（
ア
イ
ヌ
と
沖
縄
を
含
む
）
の
天
人
女
房
譚
を
取
り

上
げ
る
。第

一
章　

昔
話
二
題
（
日
本
／
ド
イ
ツ
）

『
日
本
昔
話
事
典
（
（
（

』
に
よ
る
と
、「
天
人
女
房
」
は
現
在
約
一
三
〇

話
が
報
告
さ
れ
、
大
き
く
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
。〈
離
別

型
〉、〈
天
上
訪
問
型
〉
お
よ
び
〈
七
夕
結
合
型
〉
で
あ
る
。
隠
さ
れ

た
羽
衣
を
発
見
し
て
天
女
が
飛
び
去
る
〈
離
別
型
〉
は
、
東
北
か
ら

沖
縄
ま
で
約
三
〇
話
、
男
（
夫
）
が
蔓
を
伝
っ
て
天
女
に
再
会
す
る

〈
天
上
訪
問
型
〉
は
、
全
国
で
約
六
〇
が
採
話
さ
れ
て
お
り
、
天
上

で
再
会
し
た
後
、（
瓜
を
割
っ
た
た
め
に
）
洪
水
で
流
さ
れ
る
途
中
、

天
女
が
七
日
七
日
に
会
お
う
と
言
っ
た
の
を
男
が
七
月
七
日
に
聞
き

間
違
え
る
〈
七
夕
結
合
型
〉
は
、
主
に
西
日
本
と
南
西
諸
島
に
約
三

五
話
伝
わ
っ
て
い
る
。

『
日
本
昔
話
名
彙
（
（
（

』
の
中
で
、「
天
人
女
房
」
を
「
幸
福
な
る
婚

姻
」
に
分
類
し
た
柳
田
國
男
は
香
川
県
の
話
（〈
七
夕
結
合
型
〉）
を

少
し
詳
し
く
紹
介
し
た
後
、
東
北
（
青
森
、
岩
手
、
秋
田
、
福
島
）、

中
部
（
新
潟
、
長
野
、
岐
阜
、
愛
知
）、
山
陰
・
山
陽
（
鳥
取
、
島

根
、
広
島
、
山
口
）、
四
国
（
徳
島
、
香
川
）、
九
州
（
熊
本
、
長
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崎
、
鹿
児
島
）
の
も
の
を
列
挙
し
、
最
後
に
「
参
考
」
に
沖
縄
、
朝

鮮
等
の
例
を
追
加
し
て
い
る
。
彼
の
論
考
に
関
し
て
は
以
下
、
随
時

触
れ
る
こ
と
に
し
、
先
ず
、
稲
田
浩
二
編
『
日
本
の
昔
話
』
か
ら
一

例
覗
い
て
み
た
い
。

一
A　

「
天
人
女
房
」
島
根
県

　

昔
、
炭
焼
き
の
お
や
じ
が
い
た
。
あ
る
時
、
天
か
ら
美
し
い
姫

が
舞
い
降
り
て
来
て
、
羽
衣
を
木
の
枝
に
か
け
水
浴
び
を
し
た
。

炭
焼
き
は
出
来
心
で
羽
衣
を
盗
ん
で
家
に
帰
っ
た
。
姫
は
煙
が
出

て
い
た
炭
焼
き
の
家
に
行
き
、
羽
衣
の
こ
と
を
訊
ね
た
が
、
お
や

じ
は
知
ら
な
い
と
言
っ
た
。
姫
は
困
っ
て
炭
焼
き
の
嫁
に
な
っ

た
。
三
年
後
、
男
の
子
が
生
ま
れ
、
て
っ
ぱ
ち
と
い
う
名
を
つ
け

た
。
成
長
し
た
て
っ
ぱ
ち
は
羽
衣
を
見
つ
け
、
母
親
に
そ
れ
を
見

せ
た
。
帰
っ
て
来
た
炭
焼
き
に
母
親
は
、
明
日
子
供
を
連
れ
て
天

に
上
が
る
と
告
げ
、
あ
な
た
も
天
に
来
た
か
っ
た
ら
、
門
先
に
ほ

う
の
木
を
植
え
て
毎
日
酒
を
注
げ
ば
七
斗
で
木
は
天
に
届
く
か

ら
、
そ
れ
を
登
っ
て
く
る
よ
う
に
言
っ
た
。
天
人
は
て
っ
ぱ
ち
を

抱
え
羽
衣
を
か
け
て
空
に
消
え
た
。
六
斗
酒
を
注
い
だ
時
、
炭
焼

き
は
ほ
う
の
木
を
登
る
が
、
天
に
届
か
ず
、
て
っ
ぱ
ち
の
名
を
呼

ぶ
と
、
息
子
が
天
か
ら
布
を
下
げ
て
父
親
を
引
き
上
げ
た
。
天
人

は
夫
に
舅
［
し
ゅ
う
と
］
が
ど
ん
な
難
題
を
出
し
て
も
、
引
き
受

け
る
よ
う
に
忠
告
し
た
。
夫
は
次
々
出
さ
れ
る
難
題
を
天
人
の
援

助
で
解
決
し
た
が
、
瓜
の
草
を
取
っ
て
い
た
時
、
天
人
に
食
べ
な

い
よ
う
に
言
わ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
喉
の
渇
き
の
あ
ま
り
食
べ

て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
大
水
と
な
り
、
天
人
と
夫
は
川
で
隔
て
ら

れ
、
天
人
が
毎
月
七
日
に
会
お
う
ね
と
言
っ
た
が
、
川
の
音
で
聞

こ
え
ず
、
夫
は
七
月
七
日
に
会
お
う
と
答
え
た
。
二
人
は
そ
の
た

め
年
に
一
度
し
か
会
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
（
要
約
（
（
（

）。

水
浴
び
（
天
女
）、
羽
衣
の
隠
匿
（
炭
焼
き
）、
子
供
（
て
っ
ぱ

ち
）
の
誕
生
と
羽
衣
の
発
見
（
同
）、天
へ
の
帰
還
（
天
女
と
子
供
）、

蔓
植
物
に
よ
る
天
界
行
（
夫
＝
炭
焼
き
）、
舅
（
天
女
の
父
）
が
出

す
難
題
、
瓜
を
食
べ
た
こ
と
に
由
る
大
洪
水
（
夫
）、
川
辺
で
の
年

に
一
度
の
再
会
（
夫
婦
）、
以
上
、
右
の
物
語
は
西
日
本
に
多
い
典

型
的
な
〈
七
夕
結
合
型
〉
の
天
人
女
房
譚
で
あ
る
。

「
序
」
で
触
れ
た
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
『
昔
話
の
タ
イ
プ
』

は
、
A
T
四
〇
〇
「
失
わ
れ
た
妻
を
捜
し
求
め
る
男
」T

he M
an 

on a Q
uest for his Lost W

ife

の
構
成
要
素
と
し
て
、（
1
）
主

人
公
／
（
2
）
魔
法
を
か
け
ら
れ
た
王
女
／
（
3
）
故
郷
訪
問
／

（
4
）
妻
の
喪
失
／
（
5
）
探
訪
／
（
6
）
再
会
の
六
つ
を
挙
げ
る（11
（

。
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池
田
弘
子
の
『
日
本
民
間
伝
承
の
タ
イ
プ
と
モ
テ
ィ
ー
フ
索
引
』
四

〇
〇
番
は
そ
れ
に
対
し
て
、「
失
わ
れ
た
天
上
の
妻
を
捜
し
求
め
る

男
」
を
掲
げ
、〈
天
上
の
〉C

elestial

を
加
え
る（11
（

。〈
天
上
訪
問
型
〉

あ
る
い
は
〈
七
夕
結
合
型
〉
が
多
い
日
本
に
相
応
し
い
追
加
と
言
え

る
。
次
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
例
と
し
て
ド
イ
ツ
の
昔
話
を
読
ん
で
み

た
い
。

一
B　

「
七
羽
の
鳩
」（
ド
イ
ツ
）

　

昔
、
あ
る
伯
爵
が
狩
り
に
出
て
森
で
迷
い
、
よ
う
や
く
宿
屋
を

見
つ
け
泊
ま
っ
た
。
翌
朝
、
窓
か
ら
外
を
見
る
と
、
裏
の
池
で
美

し
い
娘
が
七
人
泳
い
で
い
た
。
女
主
人
に
訊
く
と
、
あ
れ
は
七
羽

の
鳩
で
毎
朝
来
る
と
言
う
。
娘
を
一
人
も
ら
え
な
い
か
伯
爵
が
問

う
と
、
女
主
人
は
水
浴
び
中
に
肌
着
を
奪
え
ば
い
い
、
と
教
え

た
。
そ
の
翌
朝
、
鳩
た
ち
が
飛
ん
で
来
て
、
娘
の
姿
に
変
身
し
水

浴
び
を
始
め
た
。
伯
爵
は
一
番
美
し
い
娘
の
肌
着
を
取
っ
て
藪
に

隠
れ
た
。
水
か
ら
上
が
っ
た
鳩
の
中
六
羽
は
飛
び
去
っ
た
が
、
一

番
美
し
い
娘
は
肌
着
を
探
し
て
泣
い
た
。
そ
こ
に
伯
爵
が
現
れ
、

彼
女
を
馬
に
乗
せ
城
に
連
れ
帰
り
、
二
人
は
結
婚
し
た
。
数
年

後
、
伯
爵
が
戦
争
に
出
征
し
た
と
き
、
妻
は
伯
爵
の
老
母
に
長
持

が
開
か
ず
悲
し
い
と
訴
え
た
。
伯
爵
は
そ
の
中
に
例
の
肌
着
を
隠

し
て
い
た
の
だ
。
妻
は
老
母
に
哀
願
し
て
鍵
を
も
ら
い
、
長
持
を

開
け
肌
着
を
手
に
入
れ
山
を
越
え
消
え
た
。

　

城
に
戻
っ
た
伯
爵
は
母
か
ら
話
を
聴
き
、
森
の
宿
屋
へ
行
っ

た
。
女
主
人
は
言
っ
た
、
鳩
（
娘
）
た
ち
は
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ベ
ル
ク

（
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
）
の
母
親
（
悪
い
魔
女
）
の
許
で
山
羊
と
な
っ

て
い
る
。
飛
び
乗
っ
て
山
を
駆
け
上
が
れ
ば
い
い
、
と
。
伯
爵
は

頂
上
で
山
羊
か
ら
降
り
、
家
か
ら
出
て
来
た
魔
女
に
妻
に
会
い
た

い
と
告
げ
た
。
そ
し
て
居
間
に
い
た
妻
を
連
れ
帰
ろ
う
と
す
る

と
、
魔
女
は
伯
爵
に
樅
の
森
を
切
り
倒
し
薪
に
せ
よ
と
命
じ
た
。

妻
の
魔
法
で
こ
の
難
題
を
片
付
け
る
と
、
魔
女
は
、
牧
草
地
を
刈

る
よ
う
に
、
次
は
、
池
に
礼
拝
堂
を
建
て
岸
か
ら
岸
に
橋
を
か
け

よ
と
命
じ
た
。
す
べ
て
を
や
り
終
え
た
夜
、
妻
は
母
（
魔
女
）
が

伯
爵
の
命
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
、
二
人
は
逃
走
し
た
。

朝
、
魔
女
は
長
女
に
百
マ
イ
ル
靴
で
後
を
追
わ
せ
る
が
、
妻
は
夫

（
伯
爵
）
を
薔
薇
の
藪
に
自
分
を
薔
薇
の
花
に
変
身
さ
せ
て
逃
れ

た
。
次
に
魔
女
は
次
女
に
二
百
マ
イ
ル
靴
で
追
跡
さ
せ
る
が
、
妻

は
夫
を
礼
拝
堂
に
自
分
を
神
父
に
変
身
さ
せ
て
か
わ
し
た
。
最
後

に
魔
女
が
三
百
マ
イ
ル
靴
で
追
う
が
、
二
人
は
境
界
（
国
境
）
を

越
え
て
い
た
。
魔
女
は
胡
桃
の
実
を
娘
に
投
げ
た
。
娘
（
妻
）
が

そ
れ
を
割
る
と
中
に
黄
金
が
詰
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
魔
女
か
ら
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娘
へ
の
遺
産
だ
っ
た
（
要
約
（
12
（

）。

右
の
「
七
羽
の
鳩
」D

ie sieben Tauben

は
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー

ト
・
ヘ
ン
セ
ン
編
『
民
衆
は
物
語
る
。
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
ラ
ン
ト
の
伝

説
、
昔
話
お
よ
び
笑
話
』G

ottfried H
enßen, Volk erzählt.

M
ünsterländische Sagen, M

ärchen und Schw
änke, 1935

所

収
の
昔
話
で
あ
る（13
（

。
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
ラ
ン
ト
は
ド
イ
ツ
北
部
ヴ
ェ
ス

ト
フ
ァ
ー
レ
ン
北
西
の
地
方
で
、
そ
の
都
市
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー

M
ünster

の
歴
史
は
古
く
、
八
世
紀
末
に
は
カ
ー
ル
大
帝
が
基
礎
を

築
き
、
十
二
世
紀
前
半
に
市
と
な
り
、
十
四
世
紀
に
ハ
ン
ザ
都
市
と

し
て
繁
栄
し
た
。
宗
教
的
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
教
座
が
あ
る（14
（

。

グ
リ
ム
兄
弟
に
「
踊
っ
て
す
り
切
れ
た
靴
」（
K
H
M
一
三
三
）
等

の
昔
話
を
伝
え
た
イ
ェ
ニ
ー
・
ド
ロ
ス
テ
―

ヒ
ュ
ル
ス
ホ
フ
は
当
地

の
古
い
貴
族
で
あ
っ
た（15
（

。

さ
て
、「
七
羽
の
鳩
」
の
前
半
、
伯
爵
は
水
浴
び
し
て
い
た
美
し

い
娘
（
＝
鳩
）
を
見
初
め
、
宿
屋
の
女
主
人
の
助
言
通
り
、
娘
の
肌

着
を
奪
う
こ
と
で
、
娘
を
手
に
入
れ
結
婚
す
る
が
、
留
守
中
に
妻
は

彼
が
隠
し
て
い
た
肌
着
を
発
見
し
飛
び
去
っ
て
行
く
。
こ
こ
ま
で
は

ド
イ
ツ
版
の
羽
衣
伝
説
で
あ
る
。
た
だ
し
、
鳥
の
種
類
は
白
鳥
で
は

な
く
鳩
と
な
っ
て
い
る
。
後
半
、
伯
爵
は
行
方
不
明
の
妻
を
捜
す
。

こ
こ
か
ら
は
A
T
四
〇
〇
「
失
わ
れ
た
妻
を
捜
し
求
め
る
男
」
の

物
語
で
あ
る
。
場
面
は
、
ド
イ
ツ
の
昔
話
ら
し
く
、
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ベ

ル
クB

locksberg

、
別
名
、
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山B

locken

で
あ
る
。

ヴ
ァ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
に
魔
女
た
ち
が
集
ま
り
、
悪
魔
と
宴
会
を
催

す
と
言
わ
れ
る
、
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
で
も
有
名
な
ハ
ル
ツ

山
中
の
伝
説
の
山
で
あ
る（16
（

。
七
羽
の
鳩
た
ち
の
母
親
は
、
実
は
、

「
悪
い
魔
女
」eine schlim

m
e H

exe

で
あ
っ
た
。
娘
た
ち
は
山
羊

の
姿
で
こ
の
山
を
駆
け
回
る
。
頂
上
の
家
に
着
い
た
伯
爵
は
、
妻
を

見
つ
け
連
れ
帰
ろ
う
と
す
る
が
、
魔
女
は
難
題
を
出
す
。
こ
の
場
面

で
想
い
出
さ
れ
る
の
は
、
島
根
県
の
「
天
人
女
房
」
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
、
天
界
に
上
が
っ
た
炭
焼
き
に
、
天
女
の
父
親
（
舅
）
が
粟
畑

の
種
ま
き
や
瓜
の
草
取
り
等
、
法
外
な
仕
事
を
課
す
。
夫
は
妻
（
天

女
）
の
援
助
で
そ
れ
を
片
付
け
る
。
同
様
に
、
伯
爵
も
魔
法
を
心
得

る
妻
の
手
助
け
で
難
題
を
次
々
と
や
り
遂
げ
る
。
以
上
は
、
い
わ
ば

〈
天
上
訪
問
型
〉
で
あ
る
。

池
田
弘
子
編
の
日
本
昔
話
タ
イ
プ
四
〇
〇
番
は
、（
1
）
主
人
公

／
（
2
）
天
女
／
（
3
）
妻
が
天
界
に
帰
還
す
る
／
（
4
）
夫
の
天

界
行
／
（
5
）
仕
事
／
（
6
）
瓜
の
タ
ブ
ー
を
物
語
の
基
本
要
素
と

し
て
掲
げ
る（11
（

。「
七
羽
の
鳩
」
を
こ
れ
に
当
て
は
め
る
と
、「
主
人

公
」（
＝
伯
爵
）
／
「
天
女
」（
＝
娘
＝
鳩
）
／
「
妻
が
天
界
に
帰
還
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す
る
」（
＝
娘
の
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ベ
ル
ク
帰
還
）
／
「
夫
の
天
界
行
」

（
＝
伯
爵
の
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ベ
ル
ク
行
）
／
「
仕
事
」（
＝
樅
の
森
の
薪

づ
く
り
等
）
と
い
っ
た
具
合
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
但
し
、（
6
）
瓜

の
タ
ブ
ー
に
関
し
て
は
、「
七
羽
の
鳩
」
と
「
天
人
女
房
」
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
、
ド
イ
ツ
の
昔
話
に
は
七
夕

譚
は
な
い
。
同
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
中
国
の
影
響
下
に
、
わ
が
国
で
独

自
に
発
達
し
た
よ
う
だ（11
（

。
瓜
を
食
べ
タ
ブ
ー
を
犯
し
た
た
め
に
、

「
天
人
女
房
」
の
夫
（
炭
焼
き
）
と
妻
（
天
女
）
は
大
水
で
出
来
た

川
で
引
き
離
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
こ
の
部
分
、「
七
羽
の
鳩
」
で
は
、

い
わ
ゆ
る
〈
呪
的
逃
走
〉m

agische Flucht
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
展

開
さ
れ
る
。
し
か
も
物
語
は
、
メ
ル
ヘ
ン
ら
し
く
軽
や
か
に
、
同
時

に
心
温
ま
る
決
着
を
迎
え
る
。
娘
夫
婦
が
「
境
界
」（
国
境
）die 

G
renze

を
越
え
た
こ
と
が
分
か
る
と
、
魔
女
（
母
）
は
娘
に
「
胡

桃
」W

alnuß

を
投
げ
る
。
胡
桃
は
「
秘
密
の
宝
の
隠
し
場
所
」
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
民
話
や
伝
説
で
用
い
ら
れ
る
が
（『
世
界
シ
ン

ボ
ル
事
典
（
19
（

』）、
伯
爵
に
難
題
を
課
し
て
苦
し
め
た
「
悪
い
魔
女
」

も
、
娘
に
は
「
黄
金
」
を
胡
桃
に
包
ん
で
「
遺
産
」
と
し
て
手
向
け

る
。
魔
女
の
母
親
と
し
て
の
愛
情
が
物
語
全
体
を
締
め
括
る
。

第
二
章　

羽
衣
伝
説
（
古
代
）

天
人
女
房
譚
、
別
名
羽
衣
伝
説
は
わ
が
国
で
は
、
静
岡
県
三
保
の

松
原
、
滋
賀
県
伊
香
郡
余
呉
湖
、
鳥
取
県
東
伯
郡
羽
衣
石
［
う
え

し
］
が
有
名
で
（
21
（

、
柳
田
國
男
も
折
り
に
触
れ
そ
れ
ら
に
言
及
し
て
い

る
が
（『
海
南
小
記
』、『
昔
話
と
文
学
』
等（21
（

）、
余
呉
湖
に
関
す
る

『
近
江
国
風
土
記
』
逸
文
は
中
で
も
最
も
古
い
記
録
の
一
つ
で
、
次

の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

二
A　

『
近
江
国
風
土
記
』

伊
香
［
い
か
ご
］
の
小
江

　

古
老
が
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
近
江
の
国
の
伊
香
郡
与
胡
［
よ

ご
］
の
郷
、
伊
香
の
小
江
に
天
の
八
女
［
や
を
と
め
］
が
白
鳥
と

な
っ
て
天
か
ら
降
り
、
江
の
南
で
水
浴
び
を
し
た
。
伊
香
刀
美

［
い
か
と
み
］
と
い
う
人
が
山
か
ら
白
鳥
を
見
て
奇
異
に
感
じ
、

神
人
［
か
み
］
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
行
っ
て
み
る
と
、
神
人
で

あ
っ
た
。
愛
情
が
お
こ
り
、
伊
香
刀
美
は
白
い
犬
を
や
っ
て
、
一

番
若
い
娘
の
天
の
衣
を
盗
ま
せ
隠
し
た
。
姉
の
七
人
は
天
上
に
飛

び
去
っ
た
が
、
衣
を
奪
わ
れ
た
末
娘
は
地
上
の
人
と
な
っ
た
。
伊
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香
刀
美
は
娘
と
夫
婦
と
な
り
、
男
二
人
女
二
人
の
子
供
が
生
ま
れ

た
。
彼
ら
が
伊
香
連
［
い
か
ご
の
む
ら
じ
］
の
先
祖
で
あ
る
。
後

に
、
母
親
は
羽
衣
を
捜
し
、
そ
れ
を
着
て
天
に
昇
っ
た
。
孤
独
な

伊
香
刀
美
は
嘆
き
悲
し
ん
だ
（
要
約
（
22
（

）。

逸
文
の
出
典
は
古
く
、『
帝
王
編
年
紀
』（
七
一
七
―
七
二
四
年
）

「
養
老
七
年
条
」、
す
な
わ
ち
七
二
四
年
で
あ
る
。
右
の
話
は
天
人
女

房
譚
の
〈
離
別
型
〉
で
、
か
つ
始
祖
伝
説
で
あ
る
。
柳
田
は
こ
こ
に

羽
衣
伝
説
の
基
本
形
を
認
め
「
近
江
式
」
あ
る
い
は
「
伊
香
刀
美

系
」
と
名
付
け
て
い
る
が
（『
昔
話
と
文
学
』「
竹
取
翁
（
23
（

」）、
こ
の

『
風
土
記
』
よ
り
古
い
記
録
と
し
て
、
中
国
の
六
朝
時
代
に
成
立
し

た
干
宝
『
捜
神
記
』（
四
世
紀
）
を
読
ん
で
み
た
い
。
三
五
四
「
鳥

の
女
房
」
の
物
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
B　

「
鳥
の
女
房
」（『
捜
神
記
』）

　

豫
章
郡
新
喩
県
（
江
西
省
）
に
住
む
男
が
田
の
中
に
六
、
七
人

の
娘
を
見
か
け
た
。
み
な
毛
の
衣
を
着
て
い
て
、
鳥
か
人
間
か
分

か
ら
な
い
。
男
が
一
人
の
娘
の
毛
の
衣
を
隠
し
て
近
寄
る
と
、
鳥

は
み
な
飛
び
去
っ
た
。
逃
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
娘
を
男
は

連
れ
帰
っ
て
女
房
と
し
、
三
人
の
娘
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
女

房
は
娘
た
ち
を
通
じ
て
夫
が
毛
の
衣
を
稲
束
の
下
に
隠
し
た
こ
と

を
知
り
、
そ
れ
を
見
つ
け
身
に
つ
け
て
飛
び
去
っ
た
。
し
ば
ら
く

後
、
母
親
は
三
人
の
娘
を
迎
え
に
来
て
、
み
な
一
緒
に
飛
び
去
っ

た
（
要
約
（
24
（

）。

『
昔
話
百
科
事
典
』（
E
M
）
は
右
の
物
語
を
世
界
最
古
の
「
白
鳥

処
女
」
と
し
て
紹
介
す
る（25
（

。

羽
衣
伝
説
の
い
わ
ば
祖
型
で
あ
る
。
天
女
の
水
浴
び
、
毛
の
衣
の

隠
匿
、
結
婚
、
子
供
の
誕
生
、
衣
の
発
見
、
妻
と
子
供
の
天
界
行
、

羽
衣
譚
の
基
本
的
な
要
素
は
す
べ
て
こ
こ
に
出
揃
っ
て
い
る
。
タ
イ

プ
的
に
は
〈
離
別
型
〉
で
あ
る
。
同
じ
〈
離
別
型
〉
の
沖
縄
の
話
を

柳
田
國
男
は
『
海
南
小
記
』（「
南
の
島
の
清
水
」）
の
中
で
紹
介
す

る
。
内
容
は
こ
う
で
あ
る
。

那
覇
近
郊
の
農
夫
、
銘
苅
子
［
め
か
る
し
］
が
田
か
ら
帰
る
時
、

泉
で
手
足
を
洗
お
う
と
す
る
と
、
女
の
長
い
毛
髪
が
一
本
浮
い
て
い

た
。
折
々
泉
近
く
で
様
子
を
窺
っ
て
い
る
と
、
あ
る
時
、
神
女
が
衣

服
を
木
の
枝
に
掛
け
て
髪
を
洗
っ
て
い
た
。
銘
苅
子
は
衣
を
隠
し
、

神
女
を
家
に
連
れ
帰
り
妻
と
し
た
。
一
女
二
男
が
生
ま
れ
、
女
児
が

成
長
し
て
弟
の
子
守
り
を
し
て
い
た
時
、
彼
女
は
母
の
「
飛
衣
［
と

び
ぎ
ぬ
］」
が
倉
の
稲
束
の
下
に
置
い
て
あ
る
と
歌
っ
た
。
母
は
こ
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れ
を
聴
き
、
夫
の
留
守
に
衣
を
捜
し
出
し
、
天
界
に
飛
び
去
っ
た（26
（

。

稲
束
の
下
に
羽
衣
を
隠
す
件
は
、
前
述
『
捜
神
記
』
と
同
じ
で
、

農
耕
儀
礼
を
背
景
に
し
た
婚
姻
譚
を
そ
こ
に
探
る
研
究
も
あ
っ
て
興

味
深
い
（
21
（

。
中
国
の
天
人
女
房
譚
と
沖
縄
の
そ
れ
が
酷
似
し
て
い
る
こ

と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
以
上
見
て
き

た
「
天
人
女
房
」（
島
根
県
）、「
七
羽
の
鳩
」（
ド
イ
ツ
）、『
近
江
国

風
土
記
』
そ
し
て
『
捜
神
記
』（
中
国
）、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
男
が

偶
然
目
撃
し
た
娘
（
神
女
）
た
ち
の
「
衣
」
が
鳥
の
羽
で
あ
る
こ
と

だ
。『
風
土
記
』
は
そ
れ
を
「
白
鳥
」
と
名
指
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
「
白
鳥
処
女
」
の
羽
で
あ
る
。
天
上
と
地
上
、
神
と
人
間
を
媒
介

す
る
存
在
と
し
て
の
鳥
。
大
空
を
飛
び
回
る
鳥
類
が
、
天
と
地
を
結

ぶ
役
目
を
担
う
の
は
、
あ
る
意
味
、
ご
く
自
然
で
人
類
に
共
通
の
想

念
か
も
知
れ
な
い（21
（

。
た
だ
、
羽
衣
伝
説
に
お
け
る
鳥
と
人
間
の
結

婚
、
換
言
す
れ
ば
、
異
類
婚
姻
は
破
局
に
終
わ
る
の
が
原
則
の
よ
う

で
あ
る（29
（

。
事
実
、『
捜
神
記
』
や
『
風
土
記
』
と
い
っ
た
古
い
記
録

は
〈
離
別
型
〉
を
示
し
て
い
る
。
人
間
心
理
の
視
点
か
ら
見
て
も
、

伝
説
の
中
で
策
略
（
羽
衣
の
隠
匿
）
を
用
い
て
処
女
を
己
の
妻
に
す

る
男
は
〈
離
別
型
〉
を
予
想
さ
せ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
女
の
立
場
か
ら

す
れ
ば
、
子
供
の
誕
生
等
、
そ
の
後
の
生
活
が
ど
う
で
あ
れ
、
意
識

の
ど
こ
か
に
そ
う
い
う
男
（
夫
）
に
恨
み
が
残
る
の
は
必
定
で
、
破

局
は
避
け
難
い
か
ら
だ
。

さ
て
、
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
『
昔
話
の
タ
イ
プ
』
A
T
四
〇

〇
は
題
名
「
失
わ
れ
た
妻
を
捜
し
求
め
る
男
」
の
後
に
、
括
弧
つ
き

で
「
導
入
と
し
て
し
ば
し
ば
白
鳥
処
女
」
と
記
す
（
31
（

。「
白
鳥
乙
女
」

Sw
an M

aiden

は
、
ち
な
み
に
、『
昔
話
百
科
事
典
』
の
「
白
鳥
処

女
」Schw

anjungfrau

の
項
目
で
も
、
A
T
四
〇
〇
の
代
表
例
と

さ
れ
る（31
（

。
そ
し
て
、
こ
の
白
鳥
処
女
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
古
の
記
録
と

し
て
、
同
事
典
は
古
代
北
欧
歌
謡
集
『
エ
ッ
ダ
』E

dda

の
中
の

「
ヴ
ェ
ル
ン
ド
の
歌
」Volundarkviða

を
挙
げ
る（32
（

。
歌
の
内
容
は
次

の
よ
う
で
あ
る
。

二
C　

「
ヴ
ェ
ル
ン
ド
の
歌
」（『
エ
ッ
ダ
』）

　

ス
ヴ
ィ
ジ
オ
ー
ズ
［
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
］
に
ニ
ー
ズ
ズ
と
い
う
王

が
い
た
。
二
人
の
息
子
と
一
人
の
娘
が
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ィ
ン
王

に
ス
ラ
グ
ヴ
ィ
ズ
、
エ
ギ
ル
、
ヴ
ェ
ル
ン
ド
［
ド
イ
ツ
名
ヴ
ィ
ー

ラ
ン
ト
］
と
い
う
名
の
三
人
の
息
子
が
い
た
。
彼
ら
が
狩
り
を
し

て
い
る
と
、
池
の
辺
で
三
人
の
女
が
亜
麻
を
織
っ
て
い
た
。
傍
ら

に
は
白
鳥
の
羽
衣
が
置
い
て
あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
は
ヴ
ァ
ル

キ
ュ
ー
レ
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
二
人
は
フ
レ
ズ
ヴ
ェ
ー
ル
［
フ

ラ
ン
ク
王
ク
ロ
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
］
の
娘
ス
ヴ
ァ
ン
フ
ヴ
ィ
ー
ト
と
ア
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ル
ヴ
ィ
ト
で
、
も
う
一
人
は
ヴ
ァ
ル
ラ
ン
ド
［
フ
ラ
ン
ス
］
の
皇

帝
の
娘
エ
ル
ル
ー
ン
［
ド
イ
ツ
名
ア
ラ
ラ
ウ
ン
］
で
あ
っ
た
。
兄

弟
た
ち
は
彼
女
ら
を
家
に
連
れ
帰
っ
た
。
エ
ギ
ル
は
エ
ル
ル
ー

ン
、
ス
ラ
グ
ヴ
ィ
ズ
は
ス
ヴ
ァ
ン
フ
ヴ
ィ
ー
ト
、
ヴ
ェ
ル
ン
ド
は

ア
ル
ヴ
ィ
ト
を
妻
に
し
た
。
彼
ら
は
七
年
間
暮
ら
し
た
が
、
そ
の

後
、
妻
た
ち
は
戦
場
へ
飛
び
去
っ
た
。
エ
ギ
ル
と
ス
ラ
グ
ヴ
ィ
ズ

は
妻
を
捜
し
に
行
っ
た
が
、
ヴ
ェ
ル
ン
ド
は
鍛
冶
を
し
な
が
ら
妻

の
帰
り
を
待
っ
た
（
要
約
（
33
（

）。

そ
の
後
、
鍛
冶
の
名
人
ヴ
ェ
ル
ン
ド
は
ニ
ー
ズ
ズ
王
に
捕
え
ら
れ

島
に
幽
閉
さ
れ
る
が
、
島
に
来
た
王
の
二
人
の
息
子
を
殺
し
娘
を
孕

ま
せ
、
王
に
復
讐
す
る
。
そ
し
て
王
の
家
来
に
奪
わ
れ
た
水
掻
き
を

取
り
戻
し
空
中
に
飛
び
上
が
っ
て
島
を
去
る
（
34
（

。

前
半
は
羽
衣
伝
説
、
後
半
は
復
讐
譚
で
あ
る
。
池
の
辺
の
牧
歌
的

な
風
景
、
島
で
の
陰
惨
な
復
讐
、
そ
の
明
暗
が
対
照
的
な
物
語
で
あ

る
。
注
目
す
べ
き
は
、「
ヴ
ェ
ル
ン
ド
の
歌
」
の
乙
女
た
ち
が
ヴ
ァ

ル
キ
ュ
ー
レ
で
あ
る
こ
と
だ
。
古
ノ
ル
ド
語
で
「（
死
者
を
）
選
ぶ

者
」val- kyrja

を
意
味
す
る
「
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
」W

alküre

は
、

主
神
オ
ー
デ
ィ
ン
に
仕
え
る
武
装
し
た
乙
女
た
ち
で
、
戦
場
で
倒
れ

た
勇
士
を
天
上
の
ヴ
ァ
ル
ハ
ラ
宮
殿
に
導
い
て
行
く
。
言
っ
て
み
れ

ば
、
異
界
の
使
者
で
あ
り
、
人
間
の
運
命
を
決
め
る
（
織
る
）
者
た

ち
で
あ
る（35
（

。
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ムJacob G

rim
m

は
『
ド
イ
ツ
神

話
学
』D

eutsche M
ythologie

（
一
八
三
五
年
）
の
中
で
、
ヴ
ァ

ル
キ
ュ
ー
レ
に
関
し
て
、
彼
女
た
ち
の
「
飛
ぶ
」
能
力
と
「
泳
ぐ
」

能
力
（
白
鳥
）、
そ
し
て
「
予
言
す
る
」
＝
「
亜
麻
を
織
る
」（
運
命

の
糸
を
紡
ぐ
）
役
割
に
特
に
注
目
し
、「
白
鳥
処
女
」
伝
説
が
当
時

も
民
間
に
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る（36
（

。「
ヴ
ェ
ル
ン
ド
の

歌
」
は
ま
さ
し
く
古
代
北
欧
の
羽
衣
物
語
に
他
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、『
エ
ッ
ダ
』
に
は
作
者
不
詳
の
「
歌
謡
エ
ッ
ダ
」（
＝

古
エ
ッ
ダ
）
と
ス
ノ
リ
・
ス
ト
ゥ
ル
ル
ソ
ンSnorri Sturluson

（
一
一
七
九
―
一
二
四
一
年
）
作
「
散
文
エ
ッ
ダ
」（
新
エ
ッ
ダ
）
が

あ
る
が
、「
ヴ
ェ
ル
ン
ド
の
歌
」
は
「
歌
謡
エ
ッ
ダ
」
の
中
の
〈
英

雄
の
歌
〉
に
分
類
さ
れ
る（31
（

。「
歌
謡
エ
ッ
ダ
」
の
多
く
は
九
世
紀
か

ら
十
二
世
紀
の
間
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、「
ヴ
ェ
ル

ン
ド
の
歌
」
は
ゲ
ル
マ
ン
民
族
大
移
動
の
時
代
（
三
七
五
年
以
降
）

に
由
来
す
る
最
初
期
の
作
品
（
五
世
紀
頃
？
）
と
言
わ
れ
る（31
（

。
想
え

ば
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
端
（
中
国
）
に
成
立
し
た
物
語
集
『
捜

神
記
』
と
、
同
大
陸
の
遥
か
な
西
端
か
ら
さ
ら
に
海
を
渡
っ
た
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
に
伝
承
さ
れ
る
歌
謡
集
『
エ
ッ
ダ
』
に
、
類
似
の
羽
衣
伝

説
が
残
存
し
て
い
る
の
は
驚
嘆
に
値
す
る
。
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以
上
、
中
国
の
『
捜
神
記
』、
わ
が
国
の
『
風
土
記
』、
そ
し
て
北

欧
の
『
エ
ッ
ダ
』
い
ず
れ
に
も
、
我
々
は
「
白
鳥
処
女
」
の
い
わ
ば

原
風
景
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
前
述
『
昔
話
百
科
事
典
』
の
記
述

に
よ
る
と
、「
白
鳥
処
女
」
は
、
以
上
の
他
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
（
バ

イ
カ
ル
湖
周
辺
の
モ
ン
ゴ
ル
族
）、
カ
ザ
フ
人
、
満
州
人
、
ア
イ
ヌ

人
、
そ
し
て
エ
ス
キ
モ
ー
に
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
言
う
（
39
（

。
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
の
北
方
ば
か
り
で
は
な
く
、
極
北
の
エ
ス
キ
モ
ー
、
ま
た

大
陸
と
日
本
の
結
節
点
に
位
置
す
る
ア
イ
ヌ
人
、
こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る

自
然
民
族
の
間
に
も
、
白
鳥
あ
る
い
は
羽
衣
伝
説
は
伝
承
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

第
三
章　

自
然
民
族
（
エ
ス
キ
モ
ー
／
ア
イ
ヌ
）

エ
ス
キ
モ
ーE

skim
o

は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
言
葉
で
「
生
肉
を

食
べ
る
人
」
の
意
で
、
自
ら
は
「
人
間
」
を
意
味
す
る
「
イ
ヌ
イ
ッ

ト
」Inuit

を
称
す
る
モ
ン
ゴ
ル
系
の
人
種
で
あ
る
。
ア
ラ
ス
カ
か

ら
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
至
る
北
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
北
東
シ
ベ
リ
ア
の

極
北
地
帯
に
住
み
、
狩
猟
と
漁
労
で
生
活
し
、
以
前
は
数
家
族
の
小

さ
な
単
位
で
暮
ら
し
て
い
た
が
、
今
日
で
は
か
な
り
大
き
な
集
落

に
、
シ
ベ
リ
ア
で
は
一
、
五
〇
〇
人
、
ア
ラ
ス
カ
は
三
〇
、
〇
〇
〇

人
、
カ
ナ
ダ
に
二
五
、
〇
〇
〇
人
、
そ
し
て
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
は

四
一
、
〇
〇
〇
人
居
住
し
て
い
る
。
宗
教
的
に
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

を
特
色
と
す
る（41
（

。

一
方
、
元
々
「
人
間
」
を
意
味
す
る
ア
イ
ヌA

inu

は
、
北
海
道

と
サ
ハ
リ
ン
（
樺
太
）
に
約
一
七
、
〇
〇
〇
人
居
住
す
る
民
族
で
、

以
前
は
千
島
列
島
や
東
北
地
方
に
も
暮
ら
し
て
い
た
。
コ
タ
ン
と
呼

ば
れ
る
集
落
に
、
狩
猟
と
漁
労
お
よ
び
採
集
で
生
活
を
営
ん
で
い
た

が
、
幕
藩
体
制
下
の
支
配
・
搾
取
と
明
治
政
府
の
同
化
政
策
に
よ
っ

て
、
伝
統
文
化
は
破
壊
さ
れ
人
口
も
激
減
し
た（41
（

。
彼
ら
は
豊
か
な
口

承
文
芸
を
有
し
、
詞
曲
に
「
神
謡
」（
カ
ム
イ
ユ
ー
カ
ラ
）、
聖
伝

（
オ
イ
ナ
）、
英
雄
叙
事
詩
（
ユ
ー
カ
ラ
）、
散
文
物
語
に
「
神
の
物

語
」（
カ
ム
イ
ウ
ェ
ペ
ケ
レ
）、「
人
間
の
物
語
」（
ア
イ
ヌ
ウ
ェ
ペ
ケ

レ
）
が
あ
る
。
以
上
は
一
人
称
で
語
ら
れ
、
他
に
三
人
称
で
語
ら
れ

る
昔
話
も
あ
る（42
（

。
以
下
、
エ
ス
キ
モ
ー
と
ア
イ
ヌ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
例

ず
つ
昔
話
を
読
ん
で
み
た
い
。

三
A　

「
人
間
の
妻
に
な
っ
た
鴨
」（
エ
ス
キ
モ
ー
）（『
世
界
の
民
話
』）

　

昔
、
一
人
の
男
と
妻
と
息
子
が
い
た
。
妻
は
若
者
と
な
っ
た
息

子
に
嫁
を
捜
す
よ
う
に
言
っ
た
が
、
息
子
に
は
そ
の
気
が
な
か
っ

た
。
あ
る
日
、
彼
は
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
っ
て
鴨
な
ど
猟
獣
を
捜
し
に
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行
っ
た
。
あ
ざ
ら
し
の
肉
を
食
べ
な
が
ら
、
何
日
も
川
を
遡
っ

た
。
あ
る
午
後
、
陸
に
上
が
る
と
、
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て
い
る
裸

の
娘
た
ち
が
い
た
。
忍
び
寄
っ
て
様
子
を
見
た
と
き
、
若
者
は
一

人
の
美
し
い
娘
に
心
惹
か
れ
た
。
茂
み
に
隠
れ
て
、
彼
は
娘
を
捉

ま
え
た
。
翌
朝
、
若
者
は
娘
を
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
せ
家
を
目
指
し

た
。
母
は
心
配
し
て
息
子
を
待
っ
て
い
た
が
、
カ
ヤ
ッ
ク
の
娘
を

見
て
、
嫁
が
来
た
こ
と
を
喜
ん
だ
。
息
子
の
妻
は
肉
を
好
ま
ず
、

草
を
摘
ん
で
食
べ
た
。
日
々
が
過
ぎ
、
若
者
が
猟
に
出
か
け
る

と
、
妻
は
家
で
手
袋
や
長
靴
等
を
整
え
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
妻

は
息
子
と
娘
を
生
ん
だ
が
、
草
し
か
食
べ
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、

老
母
が
嫁
に
「
あ
な
た
は
鴨
な
の
？
」
と
問
う
と
、
妻
は
怒
っ
て

子
供
を
連
れ
て
出
て
行
っ
た
。

　

晩
、
家
に
帰
っ
た
夫
は
老
母
か
ら
妻
と
子
供
た
ち
が
家
を
出
た

こ
と
を
聞
い
た
。
若
者
は
母
親
に
腹
を
立
て
、
妻
を
捜
し
に
出
発

し
た
。
そ
し
て
妻
の
足
跡
を
見
つ
け
後
を
追
っ
た
。
足
跡
に
は
鴨

の
よ
う
な
水
掻
き
が
つ
い
て
い
た
。
あ
る
晩
、
一
軒
の
家
を
見
つ

け
近
づ
く
と
、
一
人
の
男
が
い
た
。
若
者
が
妻
は
何
処
か
と
訊
ね

る
と
、
知
ら
な
い
と
答
え
た
。
若
者
が
斧
を
贈
る
と
言
う
と
、
奥

さ
ん
は
昨
夜
こ
こ
に
い
た
が
今
朝
出
発
し
た
と
男
が
教
え
た
。
若

者
は
別
の
家
に
着
き
、
家
の
男
に
あ
ざ
ら
し
皮
の
ズ
ボ
ン
を
約
束

す
る
と
、
奥
さ
ん
は
子
供
を
二
人
連
れ
て
今
朝
出
掛
け
た
と
言
っ

た
。
三
軒
目
の
家
で
、
若
者
は
毛
皮
の
マ
ン
ト
を
贈
っ
て
、
家
の

男
か
ら
奥
さ
ん
は
湖
の
方
へ
行
っ
た
と
知
ら
さ
れ
た
。
湖
を
渡
る

こ
と
が
出
来
ず
、
彼
が
眠
っ
て
い
る
と
、
赤
狐
が
来
た
。
狐
が
頭

巾
を
取
る
と
人
間
だ
っ
た
。
狐
は
、
立
ち
止
ま
ら
ず
に
向
こ
う
の

山
を
登
れ
ば
そ
こ
か
ら
奥
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
大
き
な
家
が
見
え

る
、
息
子
も
娘
も
成
長
し
て
い
る
と
教
え
、
若
者
を
背
中
に
乗
せ

走
っ
た
。
山
の
麓
で
若
者
は
狐
に
別
れ
を
告
げ
頂
上
を
目
指
し

た
。
到
着
す
る
と
眼
下
に
例
の
大
き
な
家
が
見
え
、
家
か
ら
二
人

の
男
が
出
て
来
た
。
若
者
は
茂
み
に
隠
れ
、
柳
の
枝
で
男
た
ち
を

打
ち
殺
し
穴
に
埋
め
家
へ
向
か
っ
た
。
少
年
が
出
て
来
て
、
お
父

さ
ん
が
来
た
と
母
に
告
げ
た
が
、
母
は
信
じ
な
か
っ
た
。
お
父
さ

ん
は
遠
く
、
お
父
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
嫌
な
人
だ
か
ら
私
た
ち
は

こ
こ
に
来
た
と
母
は
言
っ
た
。
夫
が
家
に
入
る
と
、
別
の
男
が
い

た
。
こ
の
女
は
私
の
妻
だ
と
告
げ
る
と
、
男
は
姿
を
消
し
た
。
妻

は
言
っ
た
、
こ
こ
は
遠
く
、
エ
ス
キ
モ
ー
が
来
ら
れ
る
わ
け
が
な

い
、
こ
こ
は
私
の
国
、
鴨
の
国
だ
と
。
夫
が
立
ち
止
ま
ら
ず
に
懸

命
に
山
を
登
っ
た
こ
と
を
話
す
と
、
妻
は
よ
う
や
く
信
用
し
た
。

　

舅
（
妻
の
父
）
は
言
っ
た
、
こ
こ
に
は
ト
ナ
カ
イ
、
あ
ざ
ら

し
、
鯨
、
鴨
、
柳
、
風
が
あ
る
が
、
余
所
の
人
間
が
攻
め
て
来
る
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か
ら
用
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
若
者
は
妻
の
一
族
の
許

に
留
ま
り
、
攻
め
寄
せ
て
来
た
エ
ス
キ
モ
ー
鴨
の
大
群
を
杖
で
撃

退
し
た
。
し
か
し
、
妻
が
二
人
目
の
息
子
を
生
む
と
、
息
子
と
娘

を
残
し
、
妻
と
赤
子
を
連
れ
て
故
郷
を
目
指
し
出
発
し
た
（
要

約
（
43
（

）。
右
の
昔
話
の
語
り
手
は
ア
ラ
ス
カ
・
ノ
メ
出
身
の
人
物
で
あ
る（44
（

。

短
篇
小
説
の
よ
う
な
こ
の
物
語
は
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
部

は
、
猟
に
出
た
若
者
が
偶
然
、
川
辺
で
仲
間
と
遊
ん
で
い
た
美
し
い

娘
を
見
初
め
、
彼
女
を
捉
ま
え
妻
と
す
る
。
妻
が
肉
を
好
ま
ず
草
を

食
べ
た
こ
と
で
、
彼
女
が
鴨
の
変
身
し
た
姿
で
あ
る
こ
と
が
暗
示
さ

れ
て
い
る
。
日
々
が
過
ぎ
、
妻
は
息
子
と
娘
を
生
む
が
、
夫
の
老
母

が
「
あ
な
た
は
鴨
な
の
？
」
と
問
う
た
た
め
に
、
妻
は
家
を
出
て
行

く
。
こ
こ
ま
で
、
ま
さ
し
く
エ
ス
キ
モ
ー
版
の
天
人
女
房
譚
で
あ

る
。
た
だ
、
美
し
い
娘
は
白
鳥
で
は
な
く
鴨
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
部
は
A
T
四
〇
〇
「
失
わ
れ
た
妻
を
捜
し
求
め
る
男
」
の

話
で
あ
る
。
若
者
（
夫
）
は
妻
の
足
跡
を
追
い
、
三
軒
の
家
で
贈
り

物
と
引
き
換
え
に
男
た
ち
か
ら
消
息
を
聞
き
、
湖
畔
の
赤
狐
に
妻
の

居
場
所
を
知
ら
さ
れ
、
山
の
麓
ま
で
運
ん
で
も
ら
う
。
艱
難
辛
苦
の

挙
句
、
彼
は
山
を
登
り
頂
上
か
ら
妻
が
い
る
家
を
発
見
し
、
妻
子
と

再
会
す
る
。
以
上
は
一
種
の
〈
天
上
訪
問
型
〉
物
語
で
あ
る
。
世
界

は
、
人
間
界
と
異
界
＝
動
物
界
（
鴨
の
国
）
に
分
か
れ
て
い
る
。

第
三
部
は
異
界
で
の
若
者
の
生
活
を
描
く
。
エ
ス
キ
モ
ー
鴨
の
大

群
を
撃
退
す
る
場
面
は
、
島
根
県
の
「
天
人
女
房
」
や
ド
イ
ツ
の

「
七
羽
の
鳩
」
に
も
見
ら
れ
る
難
題
解
決
の
部
分
に
相
当
す
る
。
日

本
の
〈
七
夕
結
合
型
〉
で
は
、
よ
う
や
く
再
会
し
た
夫
と
妻
は
大
水

の
川
で
隔
て
ら
れ
て
年
に
一
度
し
か
会
え
な
く
な
る
が
、
エ
ス
キ

モ
ー
民
話
「
人
間
の
妻
に
な
っ
た
鴨
」
で
は
、
夫
と
妻
は
、
再
会

後
、
妻
の
実
家
（
異
界
＝
動
物
界
）
に
息
子
と
娘
を
残
し
、
赤
子
を

連
れ
て
夫
の
故
郷
（
人
間
界
）
に
帰
還
す
る
。
人
間
の
国
と
動
物
の

国
の
間
に
境
界
（
距
離
）
が
あ
り
な
が
ら
、
子
供
を
媒
介
に
、
二
つ

の
国
の
居
住
者
は
別
個
に
幸
せ
に
暮
ら
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
独

特
な
天
人
女
房
あ
る
い
は
白
鳥
（
鴨
）
処
女
譚
で
あ
る
。

三
B　

「
ル
ル
パ
の
少
年
」（『
ア
イ
ヌ
の
昔
話
』）

　

あ
る
村
に
私
（
ル
ル
パ
の
少
年
）
は
暮
ら
し
て
い
た
。
近
く
の

一
本
の
巨
大
な
ヤ
チ
ダ
モ
の
木
の
上
に
は
雄
と
雌
の
お
じ
ろ
鷲
が

棲
ん
で
い
た
。
私
が
食
べ
た
く
な
る
と
美
味
し
い
物
が
、
喉
が
渇

く
と
水
が
あ
っ
た
。
お
じ
ろ
鷲
が
食
べ
物
を
運
ん
で
く
れ
た
の

だ
。
二
年
も
三
年
も
そ
れ
が
続
き
、
私
は
お
じ
ろ
鷲
の
夫
婦
の
話
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を
聞
き
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
日
雄
の
お
じ
ろ
鷲
が

二
、
三
日
ど
こ
か
へ
飛
ん
で
い
き
、
帰
る
と
雌
に
、
遥
か
彼
方
の

島
に
行
っ
た
様
子
を
語
っ
た
。
そ
こ
で
は
天
上
の
神
々
が
遊
び
戯

れ
る
広
場
が
あ
る
。
巨
大
な
ヤ
チ
ダ
モ
の
木
に
泊
ま
っ
て
見
て
い

る
と
、
夜
中
、
神
々
が
降
臨
し
、
島
の
岬
に
行
っ
て
歌
を
う
た

い
、
英
雄
の
物
語
を
演
じ
て
い
た
、
と
。

　

私
は
そ
の
話
を
聞
い
て
、
夜
中
、
育
て
の
親
（
＝
鷲
）
が
寝
て

い
る
間
に
そ
の
広
場
を
目
指
し
た
。
浜
辺
へ
行
き
小
舟
に
乗
り
沖

に
出
て
、
翌
日
の
暮
れ
方
ま
で
舟
を
漕
い
だ
。
島
影
が
見
え
上
陸

し
た
。
私
は
巨
大
な
ヤ
チ
ダ
モ
の
木
の
繁
る
葉
の
下
に
舟
を
隠
し

様
子
を
窺
っ
た
。
す
る
と
空
の
彼
方
か
ら
神
々
が
現
れ
、
降
下
し

戯
れ
始
め
た
。
彼
ら
は
岬
に
行
き
、
古
い
物
語
、
英
雄
や
神
々
の

物
語
を
演
じ
た
。
そ
し
て
夜
明
け
前
、
休
息
し
た
。
す
る
と
、

神
々
の
中
の
幼
い
少
女
が
神
の
衣
を
脱
い
で
、
岩
間
に
隠
し
た
。

私
は
そ
の
羽
衣
を
引
き
寄
せ
身
に
ま
と
っ
た
。
神
々
が
天
界
へ
上

り
始
め
た
と
き
、
少
女
は
羽
衣
が
見
つ
か
ら
ず
戸
惑
っ
た
。
私
は

少
女
を
抱
き
か
か
え
、
隠
し
た
舟
に
乗
せ
村
を
目
指
し
漕
い
だ
。

そ
し
て
真
夜
中
に
家
に
戻
っ
た
。

　

夜
明
け
に
、
育
て
の
親
の
雄
の
お
じ
ろ
鷲
が
妻
に
話
す
の
が
聞

こ
え
た
。
我
ら
が
育
て
た
ル
ル
パ
の
少
年
は
成
長
し
妻
を
娶
っ

た
。
こ
れ
で
安
心
、
我
ら
は
自
分
た
ち
の
村
へ
帰
ろ
う
。
こ
う
話

す
と
、
育
て
の
親
は
ヤ
チ
ダ
モ
の
木
の
上
か
ら
私
に
こ
う
告
げ

た
。
少
年
よ
、
お
前
や
両
親
や
祖
先
が
か
つ
て
住
ん
だ
ル
ル
プ
ン

コ
タ
ン
（
ル
ル
パ
の
村
）
に
は
多
く
の
人
が
平
和
に
暮
ら
し
て
い

た
。
し
か
し
あ
る
時
、
性
悪
の
神
に
荒
廃
さ
せ
ら
れ
、
幼
い
お
前

が
一
人
残
さ
れ
た
。
多
忙
な
神
々
は
我
ら
鷲
夫
婦
に
お
前
の
世
話

を
任
せ
た
。
私
の
名
は
「
鷲
鳥
の
王
」、
お
前
は
無
事
成
長
し
、

妻
も
神
々
に
与
え
ら
れ
た
。
お
前
は
ル
ル
パ
で
暮
ら
し
木
幣
を

作
っ
て
我
ら
に
祈
り
、
大
地
を
統
率
す
る
火
の
神
に
木
幣
を
捧
げ

よ
。

　

木
幣
作
り
は
こ
う
し
て
私
に
よ
っ
て
再
開
さ
れ
た
。
私
は
感
謝

し
、
歌
、
英
雄
の
物
語
、
故
事
来
歴
談
、
神
々
の
物
語
、
そ
し
て

昔
話
を
後
世
に
伝
え
始
め
た
（
要
約
（
45
（

）。

右
は
、
サ
ハ
リ
ン
（
旧
樺
太
大
泊
郡
）
の
野
村
兵
蔵
が
語
っ
た
昔

話
で
あ
る（46
（

。
ア
イ
ヌ
独
特
の
一
人
称
形
式
で
語
ら
れ
る
こ
の
物
語
で

は
、
お
じ
ろ
鷲
に
育
て
ら
れ
た
ル
ル
パ
の
少
年
が
、
成
長
し
妻
（
少

女
の
神
）
を
娶
り
、
鷲
か
ら
村
の
由
来
譚
と
口
承
文
芸
、
そ
し
て

神
々
へ
の
感
謝
を
教
え
ら
れ
、
以
後
そ
れ
を
伝
承
し
て
き
た
経
緯
が

イ
メ
ー
ジ
豊
か
に
語
ら
れ
、
少
年
が
少
女
の
神
に
出
会
う
場
面
に
羽
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衣
伝
説
が
垣
間
見
え
る
。
神
々
は
、
夜
中
、
遥
か
な
島
の
広
場
に
降

臨
し
、
歌
や
物
語
を
演
じ
て
戯
れ
る
の
だ
が
、
天
空
か
ら
大
地
に
下

り
、
ま
た
天
に
上
昇
す
る
時
、
羽
衣
を
用
い
る
。
ル
ル
パ
の
少
年
は

少
女
神
の
羽
衣
を
奪
う
こ
と
で
彼
女
を
妻
に
す
る
。
少
年
が
住
む
家

の
側
と
神
々
が
降
臨
す
る
島
に
は
ヤ
チ
ダ
モ
（
谷
地
だ
も
）
の
木
が

立
つ
。
谷
地
だ
も
は
モ
ク
セ
イ
科
の
落
葉
高
木
で
、
わ
が
国
で
は
北

海
道
と
中
部
地
方
以
北
に
生
え
、
大
形
の
葉
を
つ
け
、
材
は
器
具
に

用
い
ら
れ
る（41
（

。
人
間
と
鳥
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
用
な
植
物
で
あ

る
。
少
年
を
育
て
た
お
じ
ろ
鷲
は
、
最
後
に
、
木
幣
を
作
っ
て
神
々

に
捧
げ
る
よ
う
に
命
じ
る
。
イ
ナ
ウ
（
イ
ナ
オ
）
と
呼
ば
れ
る
ア
イ

ヌ
の
木
幣
は
、
人
間
と
神
々
を
結
ぶ
神
事
用
具
で
、
主
に
ヤ
ナ
ギ
で

制
作
さ
れ
感
謝
の
贈
り
物
と
し
て
神
々
に
奉
納
さ
れ
る（41
（

。
ル
ル
パ
の

少
年
の
育
て
の
親
、
お
じ
ろ
鷲
に
関
し
て
は
、
次
章
で
詳
し
く
触
れ

る
こ
と
に
す
る
。
羽
衣
伝
説
「
ル
ル
パ
の
少
年
」
は
、
以
上
の
よ
う

に
、
ア
イ
ヌ
の
民
俗
を
知
る
上
に
も
貴
重
な
情
報
を
数
々
提
供
し
て

く
れ
る
。第

四
章 

天
女
／
羽
衣
／
鳥

以
上
、
昔
話
（
日
本
／
ド
イ
ツ
）
と
古
代
の
羽
衣
伝
説
（
風
土
記

／
捜
神
記
／
エ
ッ
ダ
）
そ
し
て
自
然
民
族
（
エ
ス
キ
モ
ー
／
ア
イ

ヌ
）
の
天
人
女
房
（
白
鳥
処
女
）
の
物
語
を
読
ん
だ
が
、
そ
れ
ら
に

共
通
し
た
要
素
を
我
々
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
ず
、
主
人
公

す
な
わ
ち
天
女
そ
の
人
で
あ
る
。

「
天
人
女
房
」（
島
根
県
）
の
中
で
、
炭
焼
き
と
結
婚
し
た
「
お
姫

さ
ん
」
は
、
夫
が
自
在
鉤
の
中
に
隠
し
て
あ
っ
た
「
羽
衣
」
を
息
子

の
て
っ
ぱ
ち
が
発
見
す
る
と
、
自
分
は
「
天
の
人
間
」
で
あ
る
こ
と

を
息
子
に
明
か
し
、
夫
に
「
こ
れ
で
お
暇
を
も
ら
っ
て
、
明
日
は
天

へ
上
が
ろ
う
か
と
思
う
」
と
告
げ
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
昔
話
「
七
羽
の

鳩
」
で
は
、
伯
爵
と
結
婚
し
た
「
美
し
い
娘
」
は
、
夫
が
長
持
に
隠

し
て
あ
っ
た
「
肌
着
」
を
見
つ
け
る
と
、
山
を
越
え
消
え
て
し
ま

う
。古

代
の
伝
承
『
近
江
国
風
土
記
』
逸
文
（
八
世
紀
）
の
中
で
、

「
天
の
八
女
」
は
伊
香
刀
美
（
夫
）
が
隠
し
た
羽
衣
を
探
し
だ
す
と
、

そ
れ
を
着
て
天
に
昇
っ
て
し
ま
う
。
最
古
の
羽
衣
物
語
で
あ
る
中
国

の
『
捜
神
記
』（
四
世
紀
）
で
も
、
男
の
女
房
と
な
っ
た
「
娘
」
は
、

稲
束
の
下
に
隠
さ
れ
て
い
た
毛
の
衣
を
見
つ
け
る
と
、
そ
れ
を
身
に

つ
け
て
飛
び
去
り
、
後
に
三
人
の
娘
を
迎
え
に
来
て
一
緒
に
飛
び

去
っ
て
行
く
。
北
欧
歌
謡
『
エ
ッ
ダ
』「
ヴ
ェ
ル
ン
ド
の
歌
」（
五
世

紀
頃
）
で
は
、
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
で
あ
る
「
王
女
」
た
ち
が
七
年
間
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そ
れ
ぞ
れ
の
夫
と
暮
ら
し
た
後
、（
白
鳥
の
）
羽
で
戦
場
へ
飛
び
去

る
。自

然
民
族
の
話
で
も
状
況
は
似
て
い
る
。「
人
間
の
妻
に
な
っ
た

鴨
」（
エ
ス
キ
モ
ー
）
の
民
話
で
は
、
若
者
の
妻
と
な
っ
た
「
娘
」

は
、
姑
に
「
あ
な
た
は
鴨
な
の
？
」
と
訊
か
れ
、
子
供
た
ち
を
連
れ

出
て
行
く
。
唯
一
の
例
外
は
、「
ル
ル
パ
の
少
年
」（
ア
イ
ヌ
）
に
お

け
る
「
神
々
の
中
の
少
女
」
で
、
彼
女
は
隠
さ
れ
た
「
羽
衣
」
を
探

す
こ
と
も
な
く
、
少
年
の
妻
と
な
り
一
族
の
祖
と
な
る
。

要
す
る
に
、「
天
人
女
房
」（
白
鳥
処
女
）
タ
イ
プ
の
物
語
で
は
、

天
に
由
来
す
る
女
性
は
、
地
上
の
生
活
で
子
供
が
生
ま
れ
て
も
、
結

局
は
「
羽
衣
」
を
着
て
故
郷
で
あ
る
天
上
へ
還
っ
て
行
く
の
で
あ

る
。
わ
が
国
の
天
人
女
房
譚
の
多
く
の
類
話
を
研
究
し
た
柳
田
國
男

は
、「
天
と
地
と
の
交
通
と
い
う
こ
と
は
、
当
初
の
羽
衣
説
話
の
主

要
な
る
目
標
で
あ
っ
た
」（『
年
中
行
事
覚
書
（
49
（

』）
と
し
な
が
ら
、『
因

伯
昔
話
』
に
採
録
さ
れ
た
「
羽
衣
石
山
」（
う
え
し
や
ま
）
の
口
碑

を
紹
介
し
、
農
夫
の
妻
と
な
っ
た
天
人
が
、
舞
の
羽
衣
を
着
る
と
、

「
た
ち
ま
ち
人
界
の
心
を
失
っ
て
、
天
へ
還
っ
て
行
く
気
に
な
っ
た
」

点
に
注
目
す
る
（『
昔
話
と
文
学
』／『
年
中
行
事
覚
書
（
51
（

』）。
天
界
と

人
間
界
の
間
に
は
超
え
難
い
何
か
が
あ
っ
て
、
羽
衣
を
着
た
天
人
は

否
応
な
く
そ
れ
を
想
い
出
し
故
郷
で
あ
る
天
空
に
向
か
っ
て
飛
翔
し

て
行
く
。

次
に
、
天
女
（
白
鳥
処
女
）
が
天
上
と
地
上
を
往
来
す
る
際
に
用

い
る
の
が
鳥
の
羽
で
あ
る
。「
天
人
女
房
」（
島
根
県
）
で
は
「
羽

衣
」
の
鳥
の
種
類
は
不
明
だ
が
、「
七
羽
の
鳩
」（
ド
イ
ツ
）
は
題
名

に
す
で
に
種
類
を
明
示
し
、『
近
江
国
風
土
記
』
で
は
「
天
の
八
女

が
と
も
に
白
鳥
と
な
っ
て
天
か
ら
降
り
」
江
の
南
で
水
浴
し
た
と
語

る
（
51
（

。『
捜
神
記
』
の
「
鳥
の
女
房
」
の
鳥
は
種
類
が
分
か
ら
な
い
が
、

『
エ
ッ
ダ
』
は
、
池
の
辺
で
亜
麻
を
織
る
乙
女
た
ち
の
傍
に
「
白
鳥

の
羽
衣
」
が
置
い
て
あ
っ
た
と
伝
え
る（52
（

。
自
然
民
族
の
伝
承
で
は
、

エ
ス
キ
モ
ー
の
も
の
が
明
確
に
鳥
の
種
類
を
「
鴨
」
と
語
っ
て
い
る

が
、
ア
イ
ヌ
の
物
語
で
は
「
神
の
羽
衣
」
の
種
類
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
ル
ル
パ
の
少
年
を
育
て
て
く
れ
た
の
は
「
鷲
鳥
の

王
」
お
じ
ろ
鷲
で
あ
る
。

以
上
、
白
鳥
、
鳩
、
鴨
、
鷲
と
い
っ
た
種
類
が
、
羽
衣
伝
説
を
担

う
鳥
の
よ
う
で
あ
る
が
、
各
鳥
に
纏
わ
る
伝
承
と
特
色
を
素
描
す
る

と
、
先
ず
、
白
鳥
は
「
高
貴
な
純
潔
の
化
身
」
と
し
て
、
古
代
ギ
リ

シ
ア
で
は
ア
ポ
ロ
ン
の
聖
鳥
で
あ
り
、
神
か
ら
予
言
能
力
を
授
け
ら

れ
た
と
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
ア
ポ
ロ
ン
は
北
方
に
住
む
ヒ
ュ
ペ
ル

ボ
レ
オ
イ
人
が
特
に
崇
拝
し
た
神
で
あ
る
。
ま
た
ゲ
ル
マ
ン
人
の
許

で
は
、
処
女
は
予
言
能
力
の
あ
る
白
鳥
処
女
に
変
身
で
き
る
と
信
じ
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ら
れ
て
お
り
（『
図
説
世
界
シ
ン
ボ
ル
事
典
（
53
（

』）、『
エ
ッ
ダ
』
に
そ
れ

は
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
鷲
は
「
鳥
類
の
王
」
と
し
て
、
至
高
の
権
力
や
卓
越
し
た

能
力
の
象
徴
と
さ
れ
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
人
間
に
は
近
づ
き
得

な
い
天
の
領
域
で
も
自
在
に
飛
翔
で
き
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
古

代
中
国
で
も
、
鷲
は
力
と
強
さ
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
英
雄
の
気
性
を
表

す
鳥
で
あ
っ
た
（
同（54
（

）。
ア
イ
ヌ
昔
話
の
「
お
じ
ろ
（
尾
白
）
鷲
」

は
大
形
で
、
翼
を
開
く
と
二
メ
ー
ト
ル
を
超
し
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
中
・

北
部
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
分
布
し
、
日
本
に
は
冬
鳥
と
し
て
飛
来

し
て
北
海
道
東
部
で
繁
殖
す
る
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
る
。「
ル

ル
パ
の
少
年
」
は
こ
の
尾
白
鷲
に
育
て
ら
れ
、
ア
イ
ヌ
の
立
派
な
先

祖
と
な
る
。

鳩
と
鴨
が
羽
衣
伝
説
に
登
場
す
る
の
は
少
し
意
外
だ
が
、
前
者
、

鳩
は
ギ
リ
シ
ア
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
ド
ド
ナ
の
樫
の
木
に
と
ま
っ
て

神
託
所
を
開
く
よ
う
促
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
聖
林
で
予
言
を
行
う
巫

女
は
ペ
レ
イ
ア
イpeleiai

（
鳩
た
ち
）
と
呼
ば
れ
た（55
（

。
ま
た
ゲ
ル

マ
ン
神
話
で
は
、
鳩
は
「
魂
の
鳥
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
（
J
・
グ

リ
ム
『
ド
イ
ツ
神
話
学
（
56
（

』）。
他
方
、
鴨
は
人
間
に
身
近
な
水
鳥
だ

が
、
野
生
の
鴨
は
早
く
か
ら
狩
り
の
対
象
と
な
っ
て
お
り（51
（

、
エ
ス
キ

モ
ー
の
昔
話
で
も
、
若
者
は
狩
猟
で
鴨
を
捜
し
に
出
か
け
て
い
る
。

さ
て
、『
昔
話
百
科
事
典
』
の
「
白
鳥
処
女
」
の
項
に
注
目
す
べ

き
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
狭
義
の
白
鳥
処
女
伝
説
が
分
布
し
て

い
る
地
域
は
、
北
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
地
域
と
一
致

し
、
後
者
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
推
察
さ
せ
る
、
と（51
（

。
白
鳥
の
姿
で

水
浴
す
る
乙
女
、
白
鳥
の
羽
で
天
上
の
神
々
の
許
へ
飛
ん
で
行
く
乙

女
は
、
鳥
の
衣
裳
を
着
た
シ
ャ
ー
マ
ン
を
想
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

同
事
典
は
、
白
鳥
処
女
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
地
域
と
し
て
、
シ
ベ

リ
ア
、
カ
ザ
フ
、
満
州
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ア
イ
ヌ
等
の
東
ア
ジ
ア
の

他
、
北
欧
と
エ
ス
キ
モ
ー
等
を
挙
げ
る（59
（

。
ル
ー
マ
ニ
ア
出
身
の
宗
教

学
者
ミ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ア
ー
デM

ircea E
liade

（
一
九
〇
七
―
八

六
年
）
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
名
著
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム（61
（

』
の
中

で
こ
う
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
衣
裳
の
中
で

も
、
鳥
の
衣
裳
は
、
ア
ル
タ
イ
、
シ
ベ
リ
ア
民
族
、
満
州
族
そ
し
て

モ
ン
ゴ
ル
人
等
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
他
界
へ
の
飛
翔
に
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る（61
（

」。
シ
ベ
リ
ア
の
極
北
地
方
に
は
「
水
鳥

の
像
」（
白
鳥
等
）
が
シ
ャ
ー
マ
ン
の
衣
裳
に
付
け
ら
れ
、
エ
ス
キ

モ
ー
の
間
で
は
鷲
は
シ
ャ
ー
マ
ン
の
手
足
に
な
っ
て
奉
仕
す
る
と
信

じ
ら
れ
て
い
る（62
（

。
ま
た
古
代
ゲ
ル
マ
ン
人
の
神
話
の
テ
ー
マ
の
起
源

は
「
北
ア
ジ
ア
お
よ
び
中
央
ア
ジ
ア
に
あ
る
」、
と（63
（

。

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
特
に
北
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
狩
猟
民
族
に
広
く
分
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布
す
る
が
、
ゲ
ル
マ
ン
人
に
お
い
て
も
そ
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
主
神
オ
ー
デ
ィ
ン
は
、
ル
ー
ネ
文
字
の
秘
密
を
知
る
た
め

に
、
風
の
吹
く
樹
木
に
九
日
間
吊
り
下
が
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る

（『
エ
ッ
ダ
』「
オ
ー
デ
ィ
ン
の
箴
言
（
64
（

」）。

彼
の
聖
鳥
は
「
思
考
」
を
意
味
す
る
フ
ギ
ン
と
「
記
憶
」
の
意
の

ム
ニ
ン
の
二
羽
で
、
オ
ー
デ
ィ
ン
に
仕
え
る
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
た
ち

は
白
鳥
の
化
身
で
も
あ
っ
た
。

柳
田
國
男
は
国
際
連
盟
の
仕
事
で
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
赴
く
直
前
、
沖

縄
・
奄
美
を
旅
し
、
そ
の
後
も
生
涯
に
わ
た
っ
て
南
島
に
強
く
魅
せ

ら
れ
て
い
た
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
か
ら
帰
国
後
、
一
九
二
五
（
大
正
一

四
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
海
南
小
記
』
の
中
で
彼
は
白
鳥
処
女
の
伝

説
に
関
し
て
、「
神
が
人
間
界
に
配
偶
を
求
め
た
も
う
こ
と
、
鳥
の

形
を
し
て
こ
の
世
と
往
来
し
た
も
う
こ
と
は
、
い
た
っ
て
弘
く
か
つ

久
し
い
伝
承
」
で
あ
り
、「
沖
縄
の
島
で
は
泉
の
神
の
信
仰
が
、
明

白
に
物
語
の
一
要
素
を
な
し
て
い
た
」
と
述
べ
た
あ
と
、
天
女
に
縁

［
ゆ
か
り
］
の
井
（
霊
泉
）
に
斎
宮
女
王
で
あ
る
聞
得
大
君
［
き
こ

え
お
お
き
み
］
が
親
し
く
拝
し
た
こ
と
に
注
目
す
る（65
（

。
沖
縄
で
は
、

巫
女
の
頂
点
で
あ
る
聞
得
大
君
が
天
女
を
崇
敬
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
羽
衣
伝
説
と
巫
女
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
柳
田
は
さ
ら
に
晩
年

の
著
書
『
年
中
行
事
覚
書
』（
一
九
五
五
［
昭
和
三
〇
］
年
刊
）
で

も
、「
羽
衣
天
女
の
後
胤
は
、
必
ず
女
系
を
主
と
す
る
巫
女
［
ふ

じ
ょ
］
の
家
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る（66
（

。

ア
イ
ヌ
の
昔
話
「
ル
ル
パ
の
少
年
」
の
中
で
、
神
々
の
少
女
は
少

年
と
結
婚
し
た
あ
と
離
別
せ
ず
、
一
族
の
祖
と
な
る
が
、
沖
縄
の
伝

承
に
お
い
て
も
、
羽
衣
伝
説
は
「
あ
る
す
ぐ
れ
て
旧
い
家
の
血
筋

と
、
結
び
付
け
よ
う
と
し
た
試
み
」
で
あ
り
、「
天
人
に
男
女
の
児

が
生
ま
れ
た
と
い
う
形
も
、
元
は
こ
の
動
機
か
ら
強
調
せ
ら
れ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
」、
と
柳
田
國
男
は
推
測
す
る（61
（

。〈
離
別
型
〉
で
も

〈
天
上
訪
問
型
〉
で
も
〈
七
夕
結
合
型
〉
で
も
な
い
今
一
つ
の
タ
イ

プ
が
天
人
女
房
（
白
鳥
処
女
）
譚
に
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
沖
縄

で
は
そ
れ
が
巫
女
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
の
家
系
の
由
来
談
に
な
っ
て
い

る
。
ま
さ
し
く
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
天
人
女
房
（
白
鳥
処
女
）
譚
と

の
並
々
な
ら
ぬ
因
縁
を
窺
わ
せ
る
。

結
語

天
人
女
房
／
白
鳥
処
女
の
物
語
は
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
空

間
軸
に
即
し
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
端
沖
（
日
本
）
か
ら
西
端

沖
（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
）
ま
で
東
西
に
、
ま
た
わ
が
国
で
は
南
西
諸
島

（
沖
縄
）
か
ら
サ
ハ
リ
ン
（
旧
樺
太
）
ま
で
南
北
に
、
実
に
広
く
伝
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承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
時
間
軸
に
即
し
て
言
う

と
、中
国
の
『
捜
神
記
』（
四
世
紀
）
か
ら
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
『
エ
ッ

ダ
』「
ヴ
ェ
ル
ン
ド
の
歌
」（
五
世
紀
頃
）
に
至
る
ま
で
、
驚
く
べ
き

こ
と
に
、
時
間
差
は
殆
ど
な
い
。

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ムW

ilhelm
 G

rim
m

は
一
八
〇
八
年
に

発
表
し
た
論
文
「
古
代
ド
イ
ツ
文
学
の
成
立
と
そ
の
北
欧
文
学
と
の

関
係
に
つ
い
て
」Ü

ber die E
ntstehung der altdeutschen 

Poesie und ihr Verhältnis zu der nordischen

の
中
で
、
竜

（
ド
ラ
ゴ
ン
）
伝
説
に
関
し
て
、
ア
ジ
ア
を
発
祥
の
地
と
し
た
こ
の

伝
説
が
、
ロ
シ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
に
達
し
た
後
、

ユ
ト
ラ
ン
ド
半
島
を
通
っ
て
北
欧
に
ま
で
伝
播
し
て
い
っ
た
と
い
う

仮
説
は
「
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
語
る
（
61
（

。
こ
の
仮
説
は
、

殆
ど
そ
の
ま
ま
白
鳥
処
女
（
天
人
女
房
）
の
伝
説
に
も
妥
当
す
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

今
回
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
イ
ン
ド
（『
カ
タ
ー
・
サ
リ
ッ
ト
・

サ
ー
ガ
ラ
』）
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
話
に
も
天
人
女
房
譚
は
伝
承

さ
れ
て
い
る
の
だ
が（69
（

、
本
稿
で
見
た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
エ
ス
キ
モ
ー
、

ア
イ
ヌ
等
、
北
方
の
諸
民
族
の
間
に
、
そ
の
物
語
は
印
象
的
な
例
を

多
く
残
し
て
い
る
。
白
鳥
処
女
譚
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
文
化
圏
と

不
思
議
に
一
致
し
、
柳
田
國
男
も
白
鳥
処
女
と
巫
女
の
関
係
を
考
察

し
た
研
究
を
発
表
し
て
い
る
。
A
T
四
〇
〇
に
分
類
さ
れ
る
天
人
女

房
の
伝
説
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
口
承
文
芸
学
の
分
野
ば
か
り
で
は

な
く
、
文
化
人
類
学
や
宗
教
学
、
ま
た
民
族
学
や
民
俗
学
的
に
も
魅

力
的
な
テ
ー
マ
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
ま
た
天
人
女
房
譚
は
、
狭
義

の
昔
話
研
究
に
限
っ
て
も
、
柳
田
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
竹
取
物

語
』、
絵
姿
女
房
、
瓜
子
姫
等
と
深
く
関
連
し
て
い
て
興
味
は
尽
き

な
い
。

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一
般
に
、
大
空
を
飛
翔

す
る
鳥
は
人
々
を
天
上
の
ロ
マ
ン
へ
と
誘
う
。
と
り
わ
け
、
白
鳥
の

よ
う
な
渡
り
鳥
は
、
そ
の
飛
翔
力
と
空
間
移
動
の
雄
大
さ
に
よ
っ

て
、
数
多
の
伝
説
を
生
ん
で
き
た
よ
う
だ
。
天
人
女
房
の
物
語
の
原

点
は
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
し

て
も
、
天
界
と
地
上
の
人
間
と
の
出
会
い
は
、〈
離
別
型
〉
の
寂
し

さ
で
終
わ
ろ
う
と
、〈
天
上
訪
問
型
〉
の
幸
運
談
で
あ
ろ
う
と
、〈
七

夕
結
合
型
〉
の
年
一
度
の
再
会
で
あ
ろ
う
と
、
ど
こ
か
出
会
い
そ
の

も
の
の
儚
さ
を
内
に
秘
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
柳
田
は
そ
れ

を
「
縹
渺
と
し
て
霞
の
空
に
消
え
去
っ
た
な
つ
か
し
さ（11
（

」
と
語
っ

た
。
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。
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文
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社
、
一
九
九
一
年
、
三
五
頁
、「
天
人
女
房
」（
加
藤
千
代
）

（
21
）　
『
海
南
小
記
』（
大
正
一
四
年
）（『
柳
田
國
男
全
集
』（
ち
く
ま
文

庫
版
）
一
、
一
九
八
九
年
所
収
）、『
昔
話
と
文
学
』（
昭
和
一
三
年
）

（
同
、
八
、
一
九
九
〇
年
所
収
）
等

（
22
）　
『
風
土
記
』
吉
野
裕
訳
、
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
〇
年
、
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三
五
九
―
三
六
〇
頁
「
東
山
道
／
近
江
国
」

（
23
）　

註
（
21
）『
昔
話
と
文
学
』
二
二
五
頁

（
24
）　
『
捜
神
記
』
干
宝
、
竹
田
晃
訳
、
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇

〇
〇
年
、
四
二
七
頁
「
三
五
四　

鳥
の
女
房
」

（
25
）　

註
（
4
）E

M
, B

d.12, S.311.

（
26
）　

註
（
21
）『
海
南
小
記
』
四
二
六
―
四
二
七
頁

（
21
）　

註
（
1
）
参
照

（
21
）　

註
（
19
）
二
九
一
―
二
九
二
頁
「
鳥
」

（
29
）　

註
（
1
）
参
照

（
31
）　

註
（
3
）A

T411, Sw
an M

aiden, p.121.

（
31
）　

註
（
4
）E

M
, B

d.12, S.311

―311.

（
32
）　

H
eldenlieder der Ä

lteren E
dda. Ü

bersetzt, kom
m
entiert 

und herausgegeben von A
rnulf K

rause, Philipp R
eclam

 
jun., Stuttgart, S.1

―21. D
as W

ölundlied ( Völundarkviða).

邦

訳
『
エ
ッ
ダ
―
古
代
北
欧
歌
謡
集
』
谷
口
幸
男
訳
、
新
潮
社
、
昭

和
四
八
年
、
九
三
―
九
八
頁
「
ヴ
ェ
ル
ン
ド
の
歌
」

（
33
）　

註
（
32
）S.9

―12.

（
34
）　A. a. O

., S.13

―21.

（
35
）　

R
udolf Sim

ek, Lexikon der germ
anischen M

ythologie, 
A
lfred K

r
ner Verlag, Stuttgart, 1914, S.456

―51  ( W
alküren).

（
36
）　

Jacob G
rim

m
, D

eutsche M
ythologie, O

lm
s- W

eidm
ann, 

H
ildesheim

/ Zürich/ N
ew York, 2113, B

d.1, S.354.

（
31
）　

註
（
32
）

（
31
）　

H
eldenlieder der Ä

lteren E
dda. A

usw
ahl. Ü

bertragen, 
eingeleitet und erläutert von F

elix G
renzm

er, P
hilipp 

R
eclam

 jun., Stuttgart, 1993, S. S.3 ( E
inleitung).

（
39
）　

註
（
4
）E

M
, B

d.12, S.311

―313.

（
41
）　

註
（
14
） dtv- B

rockhaus, B
d.5, S142

―143. ( E
skim

o).

註

（
4
）E

M
, B

d.4, S.451

―465 ( E
skim

os).

（
41
）　

註
（
14
）dtv- B

rockhaus, B
d.1, S.13 ( A

inu).

他

（
42
）　

萱
野
茂
『
ア
イ
ヌ
の
昔
話
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
四

（
一
九
九
三
）
年
、「
解
説
」
千
本
英
史

（
43
）　
『
世
界
の
民
話
』
二
四
「
エ
ス
キ
モ
ー
他
」
関
楠
生
訳
、
ぎ
ょ
う

せ
い
、
昭
和
六
二
（
五
三
）
年
、
三
四
―
四
三
頁
「
人
間
の
妻
に

な
っ
た
鴨
」

（
44
）　

同
、「
解
説
」
三
三
三
頁

（
45
）　
『
ア
イ
ヌ
の
昔
話
』
稲
田
浩
二
編
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇

五
年
、
一
六
二
―
一
六
六
頁
「
ル
ル
パ
の
少
年
」

（
46
）　

同
、
一
六
六
頁

（
41
）　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
小
学
館
、
一
三
、
二
〇
〇
六
（
二

〇
〇
二
）
年
、
一
三
一
頁

（
41
）　

イ
ナ
ウ
（
イ
ナ
オ
）
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、『
ア
イ
ヌ
の
伝
承
と

民
俗
』
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ラ
ー
、
安
田
一
郎
訳
、
青
土
社
、
一
九
九

五
年
、
九
―
一
二
章
参
照

（
49
）　
『
年
中
行
事
覚
書
』（
昭
和
三
〇
年
）『
柳
田
國
男
全
集
』（
ち
く
ま

文
庫
版
）
一
六
、
一
三
六
頁

tate02_takagi.indd   54 2013/05/29   11:34:15



55

（
51
）　

前
掲
書
『
昔
話
と
文
学
』
二
三
一
頁
、『
年
中
行
事
覚
書
』
一
四

二
頁

（
51
）　

註
（
二
二
）、
三
五
九
頁

（
52
）　

註
（
32
）
参
照

（
53
）　
『
図
説
世
界
シ
ン
ボ
ル
事
典
』
三
一
三
―
三
一
四
頁
「
白
鳥
」

（
54
）　

同
、
四
〇
三
―
四
〇
六
頁
「
ワ
シ
」

（
55
）　

同
、
三
二
五
―
三
二
七
頁
「
ハ
ト
」

（
56
）　

註
（
36
）B

d.3, S.246.

（
51
）　
『
図
説
世
界
シ
ン
ボ
ル
事
典
』
一
一
六
頁
「
カ
モ
／
ア
ヒ
ル
」

（
51
）　

註
（
4
）E

M
, B

d.12, S.314.

（
59
）　

同E
M

, B
d.12, S.311

―313.

（
61
）　

ミ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ア
ー
デ
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
上
下
、
堀
一
郎

訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
四
年

（
61
）　

前
掲
書
、『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
上
、
二
七
〇
―
二
七
一
頁

（
62
）　

同
、
二
六
八
頁

（
63
）　

前
掲
書
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
下
、
一
四
八
―
一
五
六
頁
「
古
代

ゲ
ル
マ
ン
人
の
エ
ク
ス
タ
シ
ー
技
術
」

（
64
）　

D
ie G

ö
tterlied

er d
er Ä

lteren E
d
d
a. Ü

b
ersetzt, 

kom
m
entiert und herausgegeben von A

rnulf K
rause, 

Philipp R
eclam

 jun., Stuttgart, 2116, S.61. D
ie Sprüche des 

H
ohen.

（
65
）　

前
掲
書
『
海
南
小
記
』
四
二
六
―
四
二
八
頁

（
66
）　

前
掲
書
『
年
中
行
事
覚
書
』
一
三
五
頁

（
61
）　

同
書
同
頁

（
61
）　W
ilhelm

 G
rim

m
, Ü

ber die E
ntstehung der altdeutschen 

P
oesie und ihr Verhältnis zu der nordischen. ( K

leinere 
Schriften, B

d.1)　

邦
訳
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
「
古
代
ド
イ

ツ
文
学
の
成
立
と
そ
の
北
欧
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
谷
口
幸

男
訳
（『
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
全
集
』
第
十
五
巻
「
グ
リ
ム
兄
弟
」、

国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
所
収
）

（
69
）　

註
（
21
）
参
照

（
11
）　
『
辞
書
解
説
原
稿
』〈
羽
衣
〉（『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
二
十
六
巻
、

昭
和
五
二
［
四
五
］
年
所
収
）
三
四
一
頁

＊
本
稿
は
本
学
「
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
の
一

つ
と
し
て
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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